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ふ
る
さ
と
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

古古
代代
のの
家家
族族
とと
女女
性性
・・
児児
童童

埼埼
玉玉
学学
園園
大大
学学
教教
授授

服服

藤藤

早早

苗苗

一

古
代
家
族
論

①
家
父
長
制
家
族
説
…
…
１
９
７
０
年
代
ま
で
の
通
説

正
倉
院
古
代
戸
籍
分
析

父
系
制
・
一
夫
多
妻
妾
制
等
か
ら

②
最
近
の
古
代
家
族
説

・
高
群
逸
枝
…
…
『
招
婿
婚
の
研
究
』
１
９
５
３
年
、
１３
年
を
費
や
し
研
究

⇒
南
北
朝
以
前
は
「
婿
取
婚
」、
家
父
長
制
家
族
は
未
成
立

・
関
口
裕
子
…
…
高
群
を
批
判
的
に
継
承
、
戸
籍
検
討
・
家
父
長
制
史
料
検
討

『
日
本
古
代
婚
姻
史
の
研
究
』
上
下
、
『
日
本
古
代
家
族
史
研
究
』
上
下

塙
書
房

・
義
江
明
子
『
日
本
古
代
女
性
史
論
』
吉
川
弘
文
館
、
他
多
数

◎
奈
良
時
代
ま
で
、
男
女
対
等
に
近
い
社
会
…
…
結
婚
も
男
女
対
等

八
世
紀
末
以
降
男
性
優
位
社
会

二

古
代
越
前
・
加
賀
国
に
お
け
る
女
性
と
家
族

①
宮
人
・
采
女
と
し
て
出
仕
す
る
首
長
層
女
性

○
『
律
令
』
後
宮
職
員
令

「
凡
そ
諸
の
氏
は
、
氏
別
に
女
貢
せ
よ
。
皆
年
三
十
以
下
十
三
以
上
を
限
れ
。
氏
の
名
に
非
ず
と
雖
も
、
自
ら
進
仕
せ

む
こ
と
欲
は
ば
、
聴
せ
。
そ
れ
采
女
貢
せ
む
こ
と
は
、
郡
の
少
領
以
上
の
姉
妹
及
び
女
の
、
形
容
端
正
な
る
者
を
も
ち

い
て
せ
よ
。
皆
中
務
省
に
申
し
て
奏
聞
せ
よ
。」

天
智
天
皇
の
宮
人

道
君
伊
羅
都
女
は
施
基
皇
子
の
母
…
…
現
在
の
天
皇
家
の
祖

史
①

②
古
代
家
族

母
子
＋
夫
（
義
江
説
）

○
『
日
本
三
代
実
録
』
仁
和
元
（
八
八
五
）
年
十
二
月
二
十
九
日
条

節
婦
…
…
加
賀
国
加
賀
郡
大
野
郷
住
人
道
今
古

史
②

○
道
今
古
は
位
階
を
持
つ
地
方
豪
族
女
性

実
母
と
同
居

婿
取
り

越
前
国
江
沼
郡
山
背
郷
天
平
十
二
年
計
帳
歴
名

史
④

○
父
系
方
針
の
戸

※
実
態
は
戸
主
妹
と
子
ど
も
、
異
父
兄
弟
姉
妹
、
母
と
子
の
通
字
名
前
、
妻
と
妾
が
同
籍
等

古
代
戸
籍
は
実
態
で
は
な
い
。
中
国
的
父
系
戸
籍
の
創
設

実
態

母
子
＋
夫

次
第
に
父
母
子
の
同
居
が
定
着

○
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
九
年
十
二
月
十
五
日

江
沼
臣
麻
蘇
比
に
外
従
五
位
下
（
母
の
姓
を
継
承
か
）

戸
主
の
娘
で
は
な
い
。
母
方
が
郡
司
層
（
地
方
の
豪
族
層
）

③
古
代
共
同
体
的
子
育
て
…
…
地
域
や
親
族
で
子
育
て

『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
十
六

史
③

○
横
江
臣
成
刀
自
女
…
…
子
ど
も
に
授
乳
し
な
い
の
に
、
子
ど
も
は
育
つ
。
子
ど
も
は
恨
ん
で
い
な
い
。
仏
教
を
流
布

す
る
た
め
に
授
乳
を
奨
め
る
説
話

三

童
た
ち

①
古
代
村
落
祭
祀

年
齢
階
梯
に
よ
る
役
割
分
担

「
男
女
悉
く
集
う
」

②
子
ど
も
へ
の
眼
差
し

史
⑤

足
形
・
手
形

生
育
儀
礼
は
平
安
時
代
か
ら
…
…
奈
良
時
代
ま
で
は
共
同
体
の
子
ど
も

参
考
文
献

服
藤
早
苗
『
平
安
朝
の
父
と
子
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
〇
年
三
月
刊
行
予
定

服
藤
早
苗
他
『
家
族
と
結
婚
の
歴
史
』
森
話
社

服
藤
早
苗
『
平
安
朝
の
母
と
子
』『
平
安
朝
の
女
と
男
』
中
公
新
書
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天
武
―
文
武
―
聖
武

―
不
破

―
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―
井
上

県
犬
養
広
刀
自

他
戸

―
天
智

志
貴

白
壁
―
―
�
田

（
光
仁
）

紀
橡
姫

―
早
良

―
山
部（
桓
武
）

高
野
新
笠

を
み
な
み
だ
り
か
は

女
人
濫
し
く

と
つ嫁

ぎ
て
子
を
し
て

ち乳
に

う飢
ゑ
し
め
てこ

の
ゆ
ゑ

故
に

げ
ん
ぽ
う

現
報

を
得
る

こ
と
の
も
と

縁

第
十
六

一
四
よ
こ
え
の
お
み
な
り
と
じ
め

横
江
臣
成

女
は
、こ

し
の
み
ち
の
く
ち
の
く
に
か
が
の
こ
ほ
り

越
前
国
加
賀
郡
の
人
な
り
。ひ

と
と
な
り

天
骨

一
五
た

は
婬

し
く
し
て
、み

だ
り
か
は

濫
し
く

と
つ嫁

ぐ
こ
と
を

む
ね宗

と
す
。い
ま
だ

一
六
さ
か
り

丁
の

よ
は
ひ

齢
を

つ
く尽

さ
ず
し
て
死
に
て

ひ
さ淹

し
く
年
を

へ歴
た
り
。 一

七き

の

紀
伊

く
に
な
ぐ
さ
の
こ
ほ
り

の

の
さ
と

国
名
草
郡
能
応
里
の
人

一
八
じ
や
く
り
む
ほ
ふ
し

寂
林
法
師
、

く
に
い
へ

国
家
を
離
れ

ひ
と
く
に

他
国
を

へ経
て
、み

の
り

法
を

お
こ
な

修
ひ
道
を
求
め
て
、

一
九加

賀
郡

う
ね
だ

む
ら

畝
田
村
に
至
り
、
年
を

へ逕
て

と

ど
ま

止
住
る
。

な

ら
の
み
や

奈
良
宮
にあ

め
の
し
た
お
ほ
や
し
ま
の
く
に
を
さ

宇
大
八
嶋
国
御
め
た
ま
ひ
し

二
〇
し
ら
か
べ

白
壁
天
皇
の

み
よ世

の
二
一
ほ
う
き

宝
亀
元
年

か
の
え
い
ぬ
の
と
し

庚
戌
の
冬

し

は

す

十
二
月
の
二
十
三
日
の
夜
に
、
夢
に
見
ら
く

「
二
二
や
ま
と
の
く
に
い
か
る
が

大
和
国

鶻
の

二
三
し
や
う
と
く
わ
う

聖
徳
王
の
宮
の
前
の

み
ち路

よ
りひ

む
が
し

東
を

さ指
し
て
行
く
。そ其
の
路

か
が
み

鏡
の

ご
と如

し
。 二

四
ひ
ろ
さ広

い
ち
ち
や
う

一
町
ば
か
り
、

な
ほ直

き
こ
と

二
五
す
み
な
は

墨
縄
の
如
し
。

二
六
ほ
と
り

辺
に

き

く
さ

木
草
立
て
り
。

二
七
り
む林

草
の
中
を

の
ぞ
き
み

佇
看
れ
ば
、い

と大

た
く
ま

快
し
く

こ肥
え
た
る

を
み
な

女
有
り
。 二

八
は
だ
か
こ
ろ
も

裸
衣
に
し
てう

ず
く
ま

踞
る
。

ふ
た
つ

両
の

ち

は
乳
脹
れ
て

お
ほ
き

大
に
し
て

二
九
か
ま
ど

竈
戸
の
如
く

た垂
り
、

ち乳
よ
りう

み
し
る

膿
流
れ
、

ひ
ざ
ま
づ

長
跪
き
て
手
を

も以
ち
て

ひ
ざ膝

を
押
し
、

や病
む
乳
を

み臨
て
言
は
く「

三
〇
あ
な痛

、

ち乳
」
と
い
ふ
。に

よ
呻
吟
ひ
て

や
ま
ひ

病
に

く
る
し

苦
ぶ
。
林

と問
ひ
て
い
は
く
「

な
む
ぢ

汝
は

な
に何

の
を
み
な

女
ぞ
」
と
い
ふ
。答

へ
て
い
は
く「
我
れ
は
越
前
国
加
賀
郡

お
ほ
の
の
さ
と
う
ね
だ
む
ら

大
野
郷
畝
田
村
に
有
る

一よ
こ
え
の
お
み
な
り
ひ
と

横
江
臣
成
人
の
母
な
り
。我

れよ
は
ひ
さ
か
り

齢
丁
な
り
し
時
にみ

だ
り
か
は

濫
し
く

と
つ嫁

ぎ
て

じ
や
い
む

邪
婬
し
、

を
さ
な

幼
稚
き
子
を

す棄
て
て

を
と
こ

壮
と

と
も倶

に
ね寐

て
あ
ま
た

多
の

日
を

へ逕
て
、
子
を
し
て

ち乳
に

う飢
ゑ
し
め
き
。
た
だ
し
子
の
中
に
成
人
は
な
は
だ
飢
ゑ
き
。

さ
き
の
よ

先
に

を
さ
な

幼
き
子
を
し
て

ち乳
に

う飢
ゑ
し
め
し
罪
に

よ由
る
が

ゆ
ゑ故

に
今

ち

は
乳
張
る

や
ま
ひ

病
の

む
く
い

報
を
受
く
」
と

い
ふ
。
問
ひ
て
い
は
く
「

い
か何

に
し
て

こ此
の
罪
を

ゆ
る脱

さ
れ
む
」
と
い
ふ
。
答
へ
て
い
は
く「

二成

人
知
ら
ば
我
が
罪

ゆ
る免

さ
れ
む
」と
い
ふ
」と
み
る
。
林

ゆ
め夢

よ
り

お
ど
ろ

驚
き

さ醒
め
て
、

ひ
と
り

独
心
に

あ
や
し

怪
び

思
ひ
て

三そ彼
の
里
を

め
ぐ巡

り
と
ぶ
ら

訊
ふ
。

こ
こ是

に
あ有

る
人
答
へ
て

い言
は
く「

四ま
さ当

に
わ余

れ
こ是

れ
な
り
」と
い

ふ
。
林
夢
の

か
た
ち

状
を

の述
ぶ
。
成
人
聞
き
て
、
言
は
く
「
我
れ

を
さ
な

稚
き
時
に
母
を
離
れ
て
知
ら
ず
。

た
だ
し
我
が

あ
ね姉

有
り
て

よ能
く
事
の

か
た
ち

状
を
知
る
」と
い
ふ
。姉
を
問
ふ
時
に
、
答
へ
て
い
は
く

「
ま
こ
と

実
に

こ
と
ば

語
の
如
し
。
我
れ

ら等
が

は
は
ぎ
み

母
公
は

か

ほ

う
る
は

面
姿

し
く

た
へ妙

に
し
て
、

五を
と
こ

男
に

あ
い
よ
く

愛
欲
せ
ら
れみ

だ
り
か
は

濫
し

く
と
つ嫁

ぎ
て

ち乳
を

を
し惜

み
て
子
に

ち乳
を

た
ま賜

は
ざ
り
き
」
と
い
ふ
。

こ
こ爰

にも
ろ
も
ろ

諸
の
子

か
な
し

悲
び
て
言
は
く

「
我
れ
思
ひ

う
ら怨

み
ず
。

な
に何

す
れ
ぞ

は

は

ぎ
み

慈
母
君
、

こ是
のく

る
し
び

苦
の
罪
を
受
く
る
」と
い
ふ
。仏
を
造
り

経
を
写
し
て
、
母
の
罪
を

あ
か贖

ふ
。ほ

ふ
じ

す
で

法
事
已
に

を
は訖

り
て
後
に

六さ
と
し

悟
の
夢
に

い曰
は
く「

七今
、
我
が
罪

ゆ
る免

さ
れ
た
り
」と
い
ふ
。「
誠
に
知
る
、
母
の

ふ
た
つ

両
の

あ
ま甘

き
ち乳

、
ま
こ
と

寔
にめ

ぐ
み
ふ
か

恩
深
し
と
い
へ
ど
も

を
し惜

み
て

は
ぐ
く

哺
育
ま
ざ
れ
ば
、

八返
り
て

つ

み
殃
罪
と
成
る
こ
と
を
。
あ
に
飲
ま
し
め
ざ
ら
む
や
。」

第
十
六
縁

標
題
に
「
得
二

現
報
一

縁
」と
あ
る
が
、

「
現
報
」の
語
が
悪
い
報
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、

女
の
死
後
の
苦
難
を
離
脱
す
る
説
話
を「
現
報
」と
把

握
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
本
書
の
他
の
説
話
の
標
題

と
は
異
な
っ
た
論
理
に
拠
っ
て
い
る
。

一
四

未
詳
。
本
説
話
以
外
に
所
伝
を
み
な
い
。

一
五

夫
の
意
に
ま
か
せ
て
妻
を
離
婚
で
き
る
七
条
件（
七

出
）
の
ひ
と
つ
に
も
数
え
ら
れ
る
（
戸
令
）。

一
六

兵
役
、
課
役
の
負
担
義
務
の
あ
る
年
齢
が
「
丁
」。

男
は
二
十
一
歳
以
上
（
戸
令
）。
七
五
七
年
以
降
は
二

十
二
歳
以
上
と
さ
れ
た
（
類
聚
三
代
格
・
十
七
）。
女

の
ば
あ
い
に
は
適
用
で
き
な
い
。
未
詳
。

一
七

和
歌
山
市
。
下
巻
三
十
縁
に「
名
草
郡
能
応
村
」「
能

応
寺
」
が
み
え
る
。

一
八

未
詳
。
本
説
話
以
外
に
所
伝
を
み
な
い
。

一
九

石
川
県
金
沢
市
畝
田
町
あ
た
り
。

二
〇

光
仁
天
皇
。

二
一

七
七
〇
年
。
こ
の
日
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ

て
い
る
の
か
は
不
明
。
六
斎
日
で
は
あ
る
。

二
二

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
あ
た
り
。

二
三

斑
鳩
宮
。
法
隆
寺
東
院
が
そ
の
跡
地
と
さ
れ
る
。

本
説
話
の
七
七
〇
年
の
こ
ろ
に
は
す
で
に
斑
鳩
宮
は
無

く
、
東
院
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
越
前
国
で
の
夢
に
こ

の
地
が
登
場
す
る
の
は
東
院
の
夢
殿
に
か
か
わ
る
か
。

二
四

道
幅
が
一
町
あ
る
。
一
町
は
一
〇
六
�
余
。
↓
中

巻
二
十
四
縁
。
平
城
京
の
朱
雀
大
路
は
幅
七
〇
�
を
超

え
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
広
い
。
異
様
な
イ
メ

ー
ジ
で
あ
る
。

二
五

↓
中
巻
十
六
縁
。

二
六

下
巻
二
十
二
縁
に
冥
界
の
三
道
を
述
べ
て
「
一
道

広
平
、
一
道
草
小
生
、
一
道
以
レ
藪
而
塞
」
と
す
る
。

本
説
話
に
も
広
平
な
る
一
道
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
「
辺

木
草
立
」
と
さ
れ
る
の
は
、
木
の
生
え
た
小
道
と
草
の

生
え
た
小
道
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

二
七

寂
林
。

二
八

↓
中
巻
十
六
縁
。

二
九

釜（
か
な
え

）、
（
さ
が
り

）、鍋（
なべ

）な
ど
を
竈（
か
ま
ど

）の
火
に

か
け
て
煮
炊
き
す
る
ば
あ
い
に
は
、
釜
、

、
鍋
の
底

部
は
竈
の
内
側
に
落
ち
こ
ん
で
垂
れ
さ
が
っ
た
状
態
に

な
る
。
そ
の
よ
う
な
状
態
を
念
頭
に
置
い
て
の
形
容
で

あ
ろ
う
。
他
に
例
を
み
な
い
、
印
象
的
な
形
容
と
い
え

よ
う
。
三
〇

あ
あ
、
乳
。

①

日
本
書
紀
卷
第
二
十
七

天
智
天
皇

七
年
二
月

②

三
代
實
�
卷
四
十
八

光
孝
天
皇
（
仁
和
元
年
十
二
月
）

③
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越
前
国
江
沼
郡
山
背
郷
天
平
十
二
年
計
帳
歴
名
（
七
四
〇
）

○
妻
５６
江
沼
臣
族
姉
女

△
男
２０
塔
麻
呂

△
戸
主
６５
江
沼
臣
族
ヲ
カ
ヒ

（△）

姪
△
３５
益
国

女
○
７
虫
女

女
○
１
子
虫
女

妻
○
３４
髪
黒
女

妹
○
６１
美
那
利
女

女
○
２４
谷
田
財
部
刀
自
女

女
○
２１
谷
田
財
部
夜
和
女

△
３８
江
沼
臣
族
嶋
麻
呂

男
△
９
廣
路

男
△
５
廣
麻
呂

○
妻
３７
丈
部
古
豆
女

女
○
１５
古
多
女

弟
△
２９
江
沼
臣
族
大
椋

男
△
９
豊
国

女
○
７
眞
今
女

妻
○
３５
大
宅
部
薬
女

女
○
２
眞
岐
女

女
○
１
眞
積
女

△
３７
江
沼
臣
族
人
麻
呂

男
△
１０
佐
都
麻
呂

男
△
２
息
麻
呂

妻
○
３４
江
沼
臣
刀
良
女

女
○
１５
蘇
比
女

妾
○
３７
江
沼
臣
族
粳
女

女
○
１１
麻
蘇
比
女

※

女
○
６
伊
麻
波
女

女
○
４
久
爾
女

○
１３
江
沼
臣
族
嶋
虫
女

○
６
江
沼
臣
族
嶋
女

母
○
５８
江
沼
臣
族
西
田
女

△
３１
江
沼
臣
族
色
取
※
天
平
九
年
五
月
逃

異
父
弟
△
２４
酒
人
部
足
国

※
天
平
九
年
四
月
逃

異
父
妹
○
２３
酒
人
部
刀
女

母
○
６５
江
沼
臣
族
背
田
女

△
４０
品
部
衣
麻
呂

※
天
平
七
年
五
月
逃

異
父
妹
○
３７
江
沼
臣
族
須
美
女

男
△
８
品
部
ヲ
波
岐

△
４２
江
沼
臣
族
寸

男
△
１２
稲
男

男
△
８
稲
持

妻
○
３８
江
沼
臣
族
稲
依
女

男
△
７
秋
庭

姉
○
４５
江
沼
臣
族
宿
奈
女

女
○
１７
宗
何
部
神
女

妹
○
４０
江
沼
臣
族
須
居
利
女

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
九
年
十
二
月
十
五
日
（
七
七
八
）

※
女
嬬
正
八
位
下
江
沼
臣
麻
蘇
比
に
外
従
五
位
下
を
授
く
。
（
四
九
歳
）

④



―
８２
―

『
美
術
の
中
の
子
ど
も
た
ち
』
よ
り

東
京
国
立
博
物
館

２
０
０
１
年

１３５ 手形・足形付土製品 青森県三戸町中道出土

１３９ 人面付土製品 青森県三戸町沖中遺跡出土 青森・三戸町教育委員会


